
紅葉の秋 蒜山縦走
2022年11月12日(土)

上蒜山(1202m)と中蒜山(1123.4m)

丸亀しわく山の会 中山 英美

本日の参加者は９名の予定でしたが、３名が

不参加となり６名での山行となりました。上蒜

山は標高１２０２ｍ、中蒜山は標高１１２３.4

ｍ、今回は挑戦していませんが下蒜山１１００

ｍからなる蒜山三座と呼ばれる鳥取県と岡山県

の境に位置する連山です。

坂出ＩＣで２台に分乗し６：００に出発しま

した。途中高梁ＳＡを経由し蒜山ＩＣを目指し、

車を走行途中霧が濃く視界不良もありましたが、

出口に到着する頃には真正面に大山が綺麗に見

えていました。登山口に向かう前に道の駅「風

の家」に早めに到着。お店の開店を待ち、朝採

れの新鮮野菜をお買い物。沢山並んでいる蒜山

大根はお昼頃には全て売れてなくなってしまう

そうです。

８：４５上蒜山登山口駐車場に到着。登山準

備をして登山口までジャージー牛を横目に１５

分、案内

板を発見。

登山道に

入りひた

すら急登

な斜面を

登り続け

ました。

途中、
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☆登山とハイキングの 香川県勤労者山岳連盟
普及と向上に全力をあげよう №56-11 2023.1.1

☆力をあわせ何としても 高松市十川西町１９９－４
３００名会員を回復しよう 電話：087-887-5567

ろうさんＫＡＧＡＷＡ

県連盟だより

☆１６日(月) 救助隊役員会 19時半～ 善通寺山の会

☆１８日(水) 県連理事会⑩ 19時～ 県連事務所

☆２０日(金) 讃岐山脈ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ委 19時～ 丸亀しわく
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槍ヶ峰を過ぎ、上蒜山頂上を目指しました。頂上に

は１１：２５に到着です。偶然に登山道で出会った

昆虫好きの青年と再会しクワガタ虫の話を聞き子供

の頃を懐かしく思いました。お昼休憩をとり１１：

５５中蒜山を目指し出発。暫く進むと鎖場が続き激

坂を下りました。

１２：５５中蒜山頂上に到着。疲れを一時忘れさ

せてくれる気持ち

のよい風と稜線、

眼下に広がる紅葉

樹の鮮やかさはま

さに絶景です。遠

くにはうっすらと

日本海も見えてい

ましたが大山は見

えませんでした。記念撮影を終え休憩をとっている

と、突然「前田さん。」と呼ぶ声。「あけぼの会」

７名の方々と鉢合わせ。前日入りし、今朝下蒜山登

山口から登ってきたそうです。

１５分後、下山開始。ひたすら激坂を下り続け気

が付くころには日留神社を通

りすぎていました。「さっき

見かけた祠の所やったんやな」

とあとで話をしました。両側

に高く茂った山笹を見ながら

３合目を過ぎたところでタク

シーに連絡。そこから塩釜冷

泉キャンプ場までは１５分で

下山です。二手に分かれ各々

周辺を散策。光と時折吹く風に落ち葉が舞い本当に

綺麗でした。又、熊野さんが「ここには名水百選に

選ばれている名水があるよ。」と教えて頂き水場で

流れおちてくるのを待ちました。運よく流れだし早

速飲んでみました。ここのお水は「硬水」に分類さ

れるそうです。車が戻り蒜山ＩＣで反省会、途中高

梁ＳＡに立ち寄り１８：００坂出ＩＣ到着後解散。

好天に恵まれ楽しい一日をすごせました。

＜行動＞

坂出ＩＣ（６：００）出発＝高梁ＳＡ（６：５５）

～（７：１０）＝蒜山ＩＣ（７：５５）＝道の駅

「風の家」（７：５６）～（８：３５）開店時間

（８：３０）より早くＯＰＥＮ＝上蒜山登山口駐車

場（８：４５）＝準備をし登山口へ移動登山開始

（９：００）＝槍ヶ峰（１０：５５）＝上蒜山頂上

（１１：２５）昼休憩（１１：５５）＝中蒜山頂上

（１２：５５）～（１３：１０）＝日留神社＝塩釜

冷泉キャンプ場（１４：４５）＝タクシーで上蒜山

登山口駐車場へ 自家用車を回収（１５：１０）＝

蒜山ＩＣ（１５：４０、「反省会とお買い物」１６：

０５）＝高梁ＳＡ（１６：４５）＝坂出ＩＣ（１８：

００）着後解散

（総距離８.1㎞ 積標高差：上り８４７ｍ、下り

８８３ｍ）（費用：４９５０円/人 記：中山）

救助隊11月合同ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
（登山者のための応急処置とロープ操作）

○目的：負傷者の緊急度確認と応急処置、ロープを

正しく使用するための知識と技術の習得

○日程：２０２２年１１月２０日(日) ９～16時

○場所：丸亀市飯野山野外活動センター

○参加者：２８名

前田･谷口･山内･西川･乾･吉田･土田･原田･渡邊

（しわく）、佐藤ﾀ･三野（善通寺）、藤川･篠原ｼ

原･石川ｼ（あけぼの）、川尻･三宅･二川･濱口･平

井（高松）、向井･漆原･定平･谷本（山歩会）、

赤松･海田･小笠原（松山）、山崎（南予）

救助隊訓練に参加して
さぬき山歩会 定平 智美

怪我や事故をしない為の山歩きについては学んで

きましたが、実際に事故にあってしまった際の対応

についてはまだまだ勉強不足だと感じていたので、

今回の講習は大変有意義な時間となりました。登山

は『自己責任より自己完結』の言葉が大変印象的で

した。

テーピングや三角巾、サムスプリント等の使い方

や汎用性の高さに驚くと共に、自分で対応する知識

がいかに重要かがよく分かりました。また、命を左

右するひっ迫した状態においての対応や判断基準を

知ることができ、実際に事故を目の当たりにした際

は、自分の知識や対応で救える命があるということ
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(２) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５６－１１ 2023.1.1



2022.12《 》３００会員を早期に回復しよう！

2017.3- 12月 入会者 ３月～ 次総会 昨121702 56総 12月
5年増減 増減 増減計 標 残 比起点 会員 会員数 目

+4 +9高松労 +10- 13 +1 + 9- 124 21 25２９

高松Ｈ + 5- 12 2 －11 4 6４

+3 +10山歩会 +29- 19 +1 男65紹介 +14- 418 28 35３８

+1五色峰 +12- 8 - 1 27 11 12１０

0しわく +41- 24 +2 男70女44 + 5- 6 247 64 65６３

善通寺 +40- 35 + 1-10 14 -960 65 70５６

+2あけぼ +29- 16 +1 男46紹介 + 4- 3 330 43 47４４

観音Ｈ + 9- 12 - 3 4 -327 24 25２１

+10県合計 189-182 +5 +33-28 20253 260 285２６５

29 0 ※昨年11月現勢は２５２名で今年は＋８名坂出Ｈ +15- 44

を感じました。

ロープ訓練では、今まで一度も使ったことがなかっ

たので、基本的な知識とロープの幅広い汎用性に大変

驚きました。リーダーとしての実地訓練においては、

まだまだ自分がその役割をすることはなくても、 リー

ダーの思考で登山に臨むことによって、リーダーの負

担やパーティーのリスクを低減させる事はできると感

じました。今後事故に直面してしまった際、落ち着い

て学んだことを活かせるように、頂いた資料を定期的

に見直し・練習していきます。とても濃密で学びの深

い時間となりました。

善通寺市民会館 12/21水19～21時 出席:１４/14

Ａ)各会の活動報告と交流／会員数－12/21現在

☆ 丸亀２名、高松･山歩会･あけぼので各１名入会。

昨年12月現勢２５５名より＋１０で２６５名。各会

目標まであと２０名。高松と山歩会の奮闘が光る。

☆事故やヒヤリハットは－－－報告なし

Ｂ)この間の県連活動について

１）讃岐山脈縦走委員会

実行委員会の中で着地が明確にならずイライラ

状態が深刻化。もう一度なぜ取り組みを始めたか

(①地元の里山紹介は県労山の義務、②県連団結

の象徴としての取り組み、労山ココにありの活動)

を明確にして仕上げを行う。

・まとめられるコースから地図化をすすめ、県連

ＨＰに発表する。

２）ヤングメンバーズ委員会

丸亀の担当が乾君に決まり５会で担当者が決まっ

た。委員会を開いて来年度の活動方針を論議。

３）大屋冨のゲレンデ整備について

・12/24の整備は来年に延期する。

・オレンジヒュッテの修理代７万３千円は県連の

遭難対策基金から支出する。

・紅ノ峰ゲレンデの整備の要望も上がる。

４）救助隊の活動について

・来年2/18土・19日 伯耆大山で冬山救助の基礎

訓練を行う。１／16までに集約。若手の積極的

な参加を。

Ｃ)仲間づくり運動の飛躍を
各会の総会目標の総達成を何としても

☆会の総会目標を達成しているのは高松＋４と山歩
会＋３。全県目標２８５名まであと２０名に。

☆讃岐山脈や里山などの公開山行を案内しよう

☆今期まだ入会のない高ハ･五色･観ハは特に頑張り
ましょう

Ｄ)３／５日の県連総会の準備について

☆1/18水の県連理事会 各専門部や委員会の原案

☆２/1水の県連理事会 〃

※仲間づくりで頑張ってきた高松と山歩会の教

訓をまとめてもらう

☆２/8水の県連理事会 議案書の最終確定

☆2/18土 県連事務所で議案書の印刷

3

(３) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５６－１１ 2023.1.1



会 11/28月～12／27火の山行など 2023年１月予定 ２月予定

名 月 日 山 行 名 ＣＬ 参 加 日 山行名 日 山行名

12/03-04 ◎勘場山～権田山 川尻 3 27-02 ◎槍ケ岳
/08 09 ◎ちち山 11-12 ◎剣山～一の森◆里例会 7
/09 □忘年会ﾟ 14高
/10-11 ☆丸笹山～剣山 東 2 21-22 ◎堂ケ森 ◎堂ケ森
/16-18 ◎伯耆大山 東 2
/18 ☆善通寺五岳山 本多 3

◆運営委 8松 /22
/25 ◎石鎚山 川尻 5
/25 ☆高越山 藤田ﾌ 2

12/12 ☆屋島 市原 1 01 ☆初日の出 ☆男木島水仙ﾊｲｸ高
ハ

12/03 □忘年会 12 01 ◎屋島 初日の出 05 ◎讃岐 高仙山～額峠
/07 08 ◎剣山 12 ◎讃岐 額峠～矢筈山山 ◆里例会 16
/09 ◎竜王山 大野 3 15 ◎讃岐 大滝～中山 19 ◎皿ケ嶺
/11 ◎工石山 斎藤 4 22 □登山教室 天気図歩
/18 ◎大川山 阿部 4 24 ◎梶が森
/27 ◎虎丸山 大野 3 29 ◎讃岐 中山～ｸﾏﾝﾄﾞ山会
/29 ☆庵治７座 大野 2

12/03 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 2 07-09 ☆西穂西尾根
11-12 ☆伯耆大山五

/26 ◎紅ノ峰ＲＣＴ 宮内 1+1色
毎土曜 紅ノ峰ＲＣＴ 毎土曜 紅ノ峰ＲＣＴ

12/01 29-01 ☆北岳・白根三山 04 □山ｻﾛﾝ ﾛー ﾌﾟﾜー ｸ◆里例会 20
/03 □望年会 17 08 ◎女体山･矢筈山 05 ◎竜王山丸
/10 □山ｻﾛﾝ ﾅｲﾄﾊｲｸ飯野山 田中 5+1 15 ◎大屋冨ＲＣＴ 11-12 ◎伯耆大山亀
/11 ◎四国道 満濃池かりん道渡邊 4+1 15 ◎那岐山 19 ◎庵治半島し
/15 21 ◎梶ケ森 23 ◎讃岐城⑧わ ◆里例会 24
/17 ◎塔の丸 吉田 9 28-29 ◎石鎚山 25-26 ◎氷ノ山く
/18 □リース造り 熊野 12 26 ◎蟠蛇が森 雪割桜

◆運営委 8/27

12/01 07 ◎雪ﾃﾝﾄ縦走 銅山-平家 05 ◎男木島◆里例会 17
/04 ☆池山 横田 4 08 ◎箸蔵街道 10 ◎氷ノ山
/11 ◎島－粟島 升形 12 15 ◎安神山･鷲ｹ頭山 12 ◎讃岐 立石山～竜王善
/11 ◎岩ﾄﾚ⑨ 音地 6+1 15 ◎岩トレ⑩ 19 ◎天霧山
/15 22 ◎国見山通 ◆運営委 8
/17-18 ◎伯耆大山 大井 9 28-29 ◎石鎚東稜
/25 ◎遠見山 村上ｼ 12寺

※毎火･金に夜間訓練 ※毎火･金に夜間訓練 ※毎火･金に夜間訓練

11/30 ☆星ケ森 横田ﾐ 2 02 ◎初詣 雲辺寺
12/04 ◎野地峰・黒岩山 宇賀 8 07-08 ◎氷ノ山 11-12 ◎丸笹山テン泊
/06-08 ☆鶴林寺山･太龍寺山 横田ﾐ 1 15 ◎讃岐① 余木崎～曼陀 15 ◎櫃ケ山(湯原富士)観
/08 ☆寒風山 安東 3 21 ◎七宝① 三崎～大浜 19 ◎七宝② 大浜～加嶺音
/10 ☆中寺廃寺～大川山 星川 3 29 ◎皿ケ峰 26 ◎那岐山寺
/11 ◎讃岐③ 六地蔵～財田 山下ﾏ 8あ

◆里例会 23け /14
/17 □あ教 ﾂｪﾙﾄ･ﾛー ﾌﾟﾜー ｸ 15ぼ
/20 ☆赤星山(津根ﾙｰﾄ) 石川ｼ 3の

◆運営委 8/20
/25 ◎石鎚山 安東 12

◆里例会 20/28

12/04 ◎金見山 石井 11 05 ◎袋山
/05 08 ◎国分寺カッパドキア観 ◆運営委 12

19 ◎尾の瀬山Ｈ
/19 22 ◎博智山◆里例会 12

県
18-19 救助隊 伯耆大山(雪山)

連
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